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練馬区の産業振興等に関する要望 

２０２５年７月３０日 

東京商工会議所練馬支部 

  

 中小・小規模事業者は、深刻な人手不足を背景とした業績改善に先んじた防衛的な賃上げや、高騰する

原材料費を十分に価格転嫁できずにコスト負担が増加しており、厳しい経営環境に置かれている。さら

に、米国の相互関税など混迷を深める国際情勢の影響により、企業経営を取りまく不確実性はますます

高まっている。 

そのような中、練馬区政においては、事業者支援の一環としてマル経融資の利子補給の継続、キャッシ

ュレス決済導入促進に繋がる「練馬区ＰａｙＰａｙキャンペーン」の実施、都営大江戸線の延伸に関する

東京都との調整および予算の積み上げなど、効果的な施策を展開されており、区内産業振興に大きく寄

与している。 

しかし上述の通り、厳しい経営が続く区内事業者からは、地域産業の活性化やまちづくりなどに関する

課題認識を踏まえた区の施策の継続や拡充を求める声が多数寄せられている。 

当支部は地域総合経済団体として、これまで培ってきた経営支援・地域振興事業のさらなる拡充を図る

とともに、今後も練馬区等との緊密な連携のもと、中小・小規模事業者の経営改善と持続的な成長や地域

振興に尽力する。練馬区におかれても本要望の趣旨を踏まえ、各種施策の実現に取り組まれたい。 

 

Ⅰ．事業者支援 

１．資金繰り改善支援 

国（日本政策金融公庫）のマル経融資は、商工会議所の経営指導を受け、経営改善に必要な資

金を少額から借入できる制度であり、都や区の制度融資（信用保証協会保証付）以外の選択肢と

して、資金繰りや経営改善に重要な役割を果たしている。ついては当支部が取り扱うマル経融資

に対し、次の２点について取り組むことを求めたい。 

①（継続要望）練馬区が補助している従来のマル経融資への利子補給（４０％） 

②上記のうち、東京商工会議所会員の場合、利子補給率拡充（１００％） 

※参考）中野区：２０２５年度より東京商工会議所中野支部の会員に限り利子補給率を１００％に拡充 

 

２．人材確保・採用・育成支援 

事業者の人材確保・採用・育成に関しては、慢性的な課題である採用難に加え、従業員の早期離

職、スキルと仕事のミスマッチ、リスキリング対応の遅れ、従業員の高齢化への対応など、多くの

課題がある。これらの課題を踏まえ、練馬区におかれては求職者に区内事業者の魅力を発信する際

の支援や、多様な人材採用をはじめ求人機会の拡大を検討する事業者の支援を強化されたい。 

①求職者に対する効果的なＰＲへの支援など、事業者の求人活動に対する支援 

②高齢者や障がい者、外国人など多様な背景を持つ区民（従業員）が就労する事業者に対し、 

当該従業員が業務能力向上や生産性向上、リスキリングに資する外部研修を受講した際に 

その費用に対する補助金を創設するなど、人材確保・育成への支援 

※参考）荒川区：区の指定機関が主催する研修・講習などの受講料や企業内研修を行う際の経費を補助 
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３．物価高騰対策とＤＸ支援 

慢性的人手不足を補う手段として、ＤＸによる業務効率化に対する事業者の関心は高い。ＤＸ

は、付加価値向上や販路開拓に向けたデジタルマーケティングやビッグデータ活用へも結びつ

く。区民・消費者からの反響が大きい「練馬区ＰａｙＰａｙキャンペーン」は、事業者からも関

心が高く、事業者のキャッシュレス決済導入はＤＸの契機となることから、事業者側への支援に

も取り組まれたい。 

①「練馬区ＰａｙＰａｙキャンペーン」の継続実施 

②「練馬区ＰａｙＰａｙキャンペーン」実施期間における、事業者が負担する手数料の補助 

 

Ⅱ.都市機能・インフラ整備 

都営大江戸線の整備に向けて 

大江戸線延伸に関し、練馬区は２０２４年度に３０億円の基金を積み増し（２０２４年度末総

額８０億円）するなど、早期実現に向けた具体的な進展があった。区内の産業振興に資する都市

機能強化やまちづくりの観点から延伸予定地域を中心に関心や期待感が高まっており、会員をは

じめとする区内事業者からの「開業時期はいつになるのか」「区内経済への効果はどの程度なの

か」などの声も当支部に多く寄せられている。このため、当支部では２０２４年度、不動産分科

会にて練馬区の担当幹部職員による説明会・意見交換会を実施するとともに支部役員会・評議員

会で報告し、現状と課題の情報共有に努めているところである。練馬区におかれてはこれまでも

機会を捉え説明会を実施しているが、延伸の早期実現に向け、引き続き進展状況の更なる周知啓

発に取り組むよう要望する。 

①大江戸線延伸の進展状況に関する適時適切な説明会の実施 

 

以 上 


